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計画的な取り組み

重信町では、平成8年度から「重信町行政改革大綱jに基づき、積極的な行政改革への
取り組みを行っておりますが、現在の大綱が平成10年度を目標年と定めているため、今回

新たな大綱を策定致しました。

今後、新大綱に掲げる項目の実現に向けて、毎年実施計画を策定し、

を行ってまいりますので、皆様のご協力をお願い致しますL

(2)機構の改編

(3)定員管理の適正化

2 事務事業の見直し友び事務手続の簡素化・効率化

(1)事務事業の整理、合理化

(2)事務事業の民間委託の推進

3 行政の情報化の推進による行政サービスの向上
(1)情報公開に向けたシステムの構築

(2)高度情報通信技術の進展に対応した行政の情報

化の推進

(3)地域情報化の推進

4 効率的な行政運営と職員の能力開発等の推進

(1沖南助金削減への取組み

(2)公共施設の有効活用

(3)情報伝達の効率化

(4)人材育成のための職員研修の充実

(5)職員提案制度の導入

5 聞かれた行政の推進

(1)政策形成過程における住民参加の拡大

(2)広報活動の充実

(3)情報公開制度の円滑な運用

I基本方針
l 重信町を取り巻く、厳しい行財政環境のなかで、

複雑・多様化する行政需要に迅速かつ柔軟に対応し

つつ、地域社会の活性化及び住民福祉の一層の増進

を図るため、引き続き行政改革を強力に推進する。

2 行政改革の推進に当たっては、「重信町行政改

革推進委員会」の提言を尊重し、行政改革推進本部

が議会と連携しつつ、全庁が一体となって取り組む

とともに、町民をはじめ関係方面の理解と協力が得

られるよう努めるO

3 この大綱は、平成11年4月1日から順次実施し、

原則として3ヵ年の計画とする O 各項目については、

社会経済情勢の変動を勘案し、本行政改革の趣旨を

踏まえ、随時見直しを行うものとするO

4 本大綱に規定する各項目の実施に当たっては、

各年ごとに詳細な実施計画を定め、効果測定と並行

して、実施するものとする O

E行政改革推進のための重点事項
1 時代に即応した行政組織・機構の見直し

(1)社会経済情勢の変化に即応した組織の見直し

重
信
町
で
は
、
四
月
に
実
施
す
る
機
構
改
革
及
び
ツ
イ
ン

ド
l
ム
重
信
(
町
民
体
育
館
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
)
の
一
般
へ

の
開
放
、
ま
た
施
設
利
用
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の
不
平
等

感
を
是
正
す
る
た
め
、
施
設
の
使
用
申
請
手
続
な
ど
を
、
次

の
と
お
り
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

施
設
の
使
用
申
請
窓
口

こ
れ
ま
で
公
共
施
設
の
使
用
申
請
は
、
各
担
当
課
で
受
付
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
は
受
付
窓
口
を
町
民
会
館
に
集
約
し
ま
す
。

使
用
申
請
の
受
付

使
用
申
請
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
の
日
時
に
受
付
を

行
い
、
使
用
希
望
者
が
重
複
す
る
場
合
は
、
申
込
者
に
よ
る
話
し
合
い
又

は
抽
選
に
よ
り
利
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
受
付
日
以
降
は
随
時
受

付
を
行
い
、
施
設
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
日
時
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
に

利
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
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料

WWE

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
四
月
号
に
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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※
当
日
先
着
二
O
O
名
様
に
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
都
市
整
備

，
課
ま
で
(
富
九
六
四
|
二
O
O
一
)

な
お
、

一
般
の
方
の
利
用
開
始

は
、
四
月
中
旬
か
ら
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
四

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
昨
年
完
成
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ジ
ム
と
今
回
完
成
し
た
体
育
館
、

こ
の
二
つ
の
施
設
の
愛
称
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、

一
一
五
人
の
方
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
選
考
の
結
果
、
，

E
岡
盟

重
信
町
午
測
の
姫
野
隆
さ

園
冨
阻

ん
の

「
ツ
イ
ン
ド

i
ム
重

聞
圃
掴

信
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

圃
盟
団

体
育
館
の
落
成
を
記
念

圃
冨
闘

し
て
、
三
月
十
四
日
側
、

週
同

十
一
時
か
ら
バ
レ

l
ボ
l

盟
国
歯

ル
「V
リ
l
グ
」
の
男

園
昌
園

子
入
替
戦
を
行
い
ま

ム
盟
国
圃

す
。
お
誘
い
合
わ
せ

F

直
面
圏

の
上
、
ご
来
場
下
さ

E
E
圃
圃
圃

し

程
一

圃

入
場
料

語
圏
圃

一
般
・
大
学
生

幽
園

一0
0
0
円

Lh

(当
日
一

一
一O
O
円
)

固
-モ望

小

・中
・高
校
生

l
f
l園
田

五

0
0
円

(
当
日
七
O
O
円
)

前
売
券
発
売
所

役
場
都
市

整
備
課

・
役
場
出
納
室

・

町
民
会
館
他

こ
の
度
、
重
信
町
総
合
公
園
の
隣

に
昨
年
二
月
か
ら
建
設
中
で
あ
っ
た

体
育
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
体
育
館

は
、
鉄
筋
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、

地
下
一
階
地
上
二
階
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
は
三
千
八
百
四

十
平
方
川
で
す
。

ア
リ
ー
ナ
部
分

は
、
最
大
で

東
西
方
向

四
十
五

・

五
目
、
南

北

方

向

三

十

七

一
日
中
の
り
ノ
、

パ
ス
ケ
ツ

ト
コ

l
ト

で
は
二
面
、

バ
レ

I

コ
i

ト
で
は
二
面

(
練
習
用
三
面
)
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ

l
ト

で
は
六
面
(
練
習
用
八
面
)
が
と
れ
る

広
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

建
物
の
特
徴
と
し
て
は
、
屋
根
部
分

が
東
京
ド
l
ム
の
屋
根
素
材
と
同
一

の
テ
ブ
ロ
ン
膜
で
で
き
て
い
ま
す
。

体育館内部
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愛媛県重信町
ドク

重
信
町
で
は
、
子
育
て
を
支

援
し
、
ま
た
高
齢
者
等
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
地

域
振
興
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者
は
、
平
成
十
一
年

一
月
一
日
(
基
準
日
)
に
お
い
て
、

十
五
歳
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯

主
、
老
齢
福
祉
年
金
や
障
害
基
礎

年
金
な
ど
の
受
給
者
、
町
民
税
が

非
課
税
の
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
な
ど
で
す
。

一
、
交
付
の
対
象
と
な
る
人

①
年
齢
十
五
歳
以
下
の
者
(
昭
和
五

十
八
年
一
月
二
日
か
ら
平
成
十

一
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
)
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

※
外
国
人
登
録
法
の
永
住
者
と
特

別
永
住
者
を
含
む
。

安
名
齢
福
祉
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

母
子
年
金
な
ど
の
受
給
者
や
生

活
保
護
法
の
被
保
護
者
、
社
会

福
祉
施
設
の
措
置
入
所
者
な
ど

③
平
成
十
年
度
分
の
町
民
税
(
所
得

割
)
非
課
税
者
で
常
時
介
護
が
必

要
な
六
十
五
歳
以
上
の
人
(
継
続

し
て
三
ヶ
月
を
超
え
て
病
院
や

老
人
保
健
施
設
に
入
っ
て
い
る

人
を
除
く
。
)

④
六
十
五
歳
以
上
で
平
成
十
年
度

分
の
町
民
税
が
非
課
税
の
人

(③
・④
に
該
当
す
る
人
で
、
親

族
の
被
扶
養
者
で
あ
る
場
合
は

そ
の
扶
養
者
の
市
町
村
民
税
が

非
課
税
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
)

二
、
交
付
す
る
額

十
五
歳
以
下
の
者
一
人
に
つ
き

:
:
:
二
万
円

老
齢
福
祉
年
金
な
ど
の
受
給
者

等
:
:
:
二
万
円

三
、
交
付
の
申
請

①
の
十
五
歳
以
下
の
者
が
属
す

る
世
帯
主
へ
は
、
引
換
申
請
券
を

三
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

②
か
ら
④
の
年
金
受
給
者
等
や

六
十
五
歳
以
上
の
人
で
‘
該
当
者

と
思
わ
れ
る
方
へ
は
交
付
申
請
書

を
三
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

通
知
の
な
い
方
で
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
総
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

四
、
交
付
の
日

平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日
幽

か
ら
三
月
二
十
八
日
間
ま
で
は
町

民
会
館
で
、
そ
れ
以
降
は
役
場
で

交
付
し
ま
す
。

五
、
使
用
で
き
る
期
間

平
成
十
一
年
三
一
月
二
十
六
日
か

ら
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で

六
、
使
用
で
き
る
唐
舗
等

重
信
町
内
の
登
録
さ
れ
た
庖
舗

等
(
特
定
事
業
者
)
で
の
み
使
用
で

き
ま
す
。
(
序
回
頭
に
ポ
ス
タ
ー

・ス

テ
ッ
カ
ー
等
を
掲
示
)

特
定
事
業
者
は
振
興
券
交
付
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

jい
Eき
緊い
んき

iE健
襲康
喜改

重
信
町
で
は
、
平
成
七
年
度

か
ら
国
立
病
院
、
四
国
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、

「前
立

腺
が
ん
検
診
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
受
診
状
況
は
表
の
と

お

り

で

す

。

刈

hr 

「前

立

腺

が

ん

」

は

、

男

性

特

伽

有
の
病
気
で
す
。

「前

立

腺

」

は

馴

跨

腕

の

す

ぐ

下

に

あ

り

、

尿

道

昨

が

そ

の

中

央

を

通

っ

て

お

り

、

一

慨

大
き
さ
は
ク
ル
ミ
大
で
、
外
腺

1
一

引

と
い
う
外
側
の
部
分
と
内
腺
と
む
一
酬

い
う
内
側
の
部
分
か
ら
な
っ
て

診
一

酬

い
ま
す
。

受
一
心
五

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
だ

診

一
弥
日

い
た
い
五
十
歳
を
過
ぎ
る
頃
か

検
一
緒

司

ら
前
立
腺
が
は
れ
、
「
尿
が
出
に

抑
一
軒
両

く
く
な
る
」
「
尿
の
回
数
が
多
く

腺
一

郎

な
る
」
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま

立
一

一時

す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は

前一一

一刊

「
前
立
腺
肥
大
症
」
と
の
区
別
は
芳
一
川

っ
き
に
く
く
、
ま
た
、
腰
痛
と

町一

助

も
関
係
が
あ
る
の
で
、
診
断
に

:
一

酬

は
検
査
(
直
腸
指
診
・血

液

検

査

時

等

)

が

必

要

で

す

。

平

今
年
も
、
十
月
に
検
診
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
て

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
下
さ
い
。

2 
0.76%) 

O 
(0%) 

2 
(0.53%) 

1 
(0.79%) 

376 262 

109 

重信町
4 
(2.14%) 

187 2 
1.24% 

161 

126 

6 
(8.94%) 

242 26.630 I 
(0.91%) 

67 

2 
(1.13%) 

2 
(1.83%) 

2 
(2.74%) 

市町名

S市 177 

109 

73 

K町

善全国平均

(目立病院四国が入センター泌尿器科調べ)
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平
成
十
一
年
度
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
、
左
記
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
い
主
の
義
務
で
す
。
必
ず
受
け

キ
ア
レ
よ
、
っ
。

。
注
射
料
は
二
千
八
百
五
十
円
で

す。期
間
中
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
動
物
病
院
ぞ
受
け
て
下
さ
い
。

。
生
後
九
十
日
を
経
過
し
た
犬
は
、

必
ず
登
録
し
て
下
さ
い
。

。
登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
時
、

ま
た
犬
の
飼
い
主

・
所
在
地
が

変
更
し
た
場
合
は
役
場
生
活
環

境
謀
ま
で
届
け
出
て
下
さ
い
。

冨
九
六
回
|
二
O
O
一
間

O 
は〉涯畜・
一一 A ・
千〈ー を.
円i回謀-
Yのに
ヲ。登つ
録い
でて
、は

登〉
録〈一
料5生

狂犬病予防注射日程表
月 日 場 所 時 間

山之内公民館 9: 50-10 : 00 
-r 岡えん堤 10: 05-10 : 15 
-r 荒木谷バス停 10: 20-10 : 30 

4月12日(月)
ペ少 井口公民館 10: 35-10 : 50 
樋口公民館 11 :00-11 :55 
横河原二本松 13: 00-13 : 30 
。 療養所前 13: 40-14 : 20 
見奈良公民館 14: 30-15 : 00 
横河原公民館 9: 30-10 : 00 
志津川公民館 10: 10-11: 00 

4月13日ω 八反地集会所 11: 10-12: 00 
西岡集会所 13: 00-13 : 30 
。 池之下集会所 13: 40-14 : 00 
田窪公民館 14: 10-14: 50 
役場駐車場 9: 00-9: 50 
田窪田地集会所 10: 00-10 : 50 

4月14日体) 国窪公民館 11: 00-11 : 50 
堀池集会所 13 : 00-13 : 30 
牛 j刻集会所 13: 40-14 : 20 
牛測団地31棟南東 14: 30-15 : 00 
播磨台団地集会所 9: 30-10 : 10 
新村集会所 10: 20-10 : 40 
北野田公民館 10: 50-11 : 10 

4月15日休) 南野田集会所 11 : 20-11 : 50 
上村公民館 13: 00-13 : 20 
-r 上ノ段ポンプ蔵置所前 13: 30-13 : 50 
下林西の谷集会所 14: 00-14 : 20 
。 仙幸寺集会所 14: 30-14 : 50 
上林湧水集会所 9: 30-9: 40 
イ少 中筋集会所 9: 50-10 : 00 
イシ 谷バス停 10: 10-10: 20 
イシ 公民館 10: 30-10 : 50 

4月16日(金)
。 花山集会所 11 : 00-11 : 10 
。 ニノ瀬集会所 11 : 20-11 : 45 
下林八幡集会所 13: 00-13 : 20 
。 助兼集会所 13: 30-14 : 00 
。 旧拝志森林組合前 14: 10-14: 20 
-r 別府倉庫前 14: 30-14 : 50 

ス
フ
レ
1
缶
等
は

使
用
後
刀
ス
鰻
き

ご
み
を
回
収
中
に
爆
発
事
故
発
生

ρ 
一
月
十
八
日
、
燃
や
さ
な
い

ご
み
を
回
収
し
て
い
る
際
に
、

爆
発
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
空
き
缶
・
金
属

類
の
回
収
日
で
し
た
。
原
因
と

し
て
、
ご
み
の
摩
擦
等
に
よ
り

出
た
火
花
が
、
ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら

出
た
ガ
ス
に
引
火
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
付
近
の
住
民

の
方
々
の
ご
迷
惑
に
な
り
、
回

収
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
に
も
な

打
ノ
宇
品
し
た
。

幸
い
に
も
、
今
回
の
事
故
は

大
事
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、

必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら
、
風
通

し
の
ょ
い
と
こ
ろ
で
、
穴
を
あ

け
て
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。

必ず、ガスを抜いて下さい。
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届
け次

認め印、被保険者証、受給者証、健康手帳|号2
下う
さな

九突
出医
品療
口受。。
耶ロ

者
の
方

ヘ

持参するものこんなとき

医療保険が変わった場合

認め印、受給者証、健康手帳転出する場合

認め印、被保険者証転入してきた場合

認め印、受給者証、健康手帳

受給者カf死亡した場合|認め印、受給者証、健康手帳

※国民健康保険に加入している方は、上記の場合、被保険者

証も必要です。

住所が変わった場合

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
が

四
月
一
日
か
ら
左
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。外来(1日)入院(1日)

530円
。月31日までは500円)
1か月4固まで払います。

「最高2，120円(平成11年3月1
L31日までは最高2，000円)0j 

1，200円
(3月31日までは1，100円)

住民税非課税世帯等で老

齢福祉年金をうけている

人は、 1日500円です。

年国

金民

成
人

・
就
職

・
転
居

・
結
婚

・

転
職

・
退
職
等
、
人
生
の
節
目
に

は
国
民
年
金
の
加
入
形
態
も
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、

役
場
福
祉
課

国
民
年
金
係
ま
で
忘
れ
ず
に
届
け

出
て
下
さ
い
。

@妻。
印鑑、学生証

加
済
ず
共
mb
.
 

険
土
保
出
金
)

・92
年'リ

方
沖
野

の
停
を

生
(
者

学
を
入

や
出
加

業
届
の

営
口
の
ム
口

自
入
組

@重D
2筆帳消期臨コ年扶養している配偶者の届出を

@重D
印鑑、本人 ・配偶者の
年金手帳、離職証明書

扶養している配偶者がいる人はあ
わせて届出を

(1Z，JD 
印鑑、年金手帳

異動 ・戸籍届出と同時に届出を

@重D
印鑑、年金手帳

任意加入を希望される方は、
任意加入の届出を
(帰国したときにも届出を)

険

合

保

組
合
金

済
組
年

共
済
生

。
共
厚

険
A
V
A
V

保
合
険

金
組
保

年
済
金

生
共
年

厚

生
厚

②雪
印鑑、本人・配偶者の
年金手帳、健康保険証

結婚したときや収入が減ったとき

離婚したときや収入が増えたとき
@重D

時齢期開品百帳、

20歳になったとき国民
年金に加入の届出を

会社などに勤めるよう
になったら届出を

会社などをやめたら国
民年金加入の届出を

住所・氏名が変わった
ら届出を

海外に居住するように
なったら届出を

第3号被保険者の配偶者
が会社などを変わった
ら届出を

ム
口
つ
組
な
済
に
共
養
族
扶
を

慌
の
出

金
者
届

年
入
き

生
加
と

厚
の
た

厚生年金保険・共済組合
の加入者の扶養からは
ずれたとき届出を

国
民
年
金

前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

「納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
安

便
利
で
お
ト
ク
な
保
険
料
の

前
納
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
よ

四
月
中
に
前
納
さ
れ
る
方
に
た

の
し
み
な
お
知
ら
せ
で
す
。

抽
選
で
六
十
名
様
に
図
書
券
、

二
百
名
様
に
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
!

応
募
方
法
は
、
官
製
は
が
き
に

あ
な
た
の
基
礎
年
金
番
号
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
国
民
年
金
に
対

す
る
ご
意
見

・
ご
質
問
を
記
入
の

う
え
、
〒
七
九

O
|
八
五
七

O

愛
媛
県
国
民
年
金
課
国
民
年
金

前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係
へ
送
付
し

て
下
さ
い
。

応
募
資
格
は
、
平
成
十
一
年
度

の
国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分
前

納
さ
れ
た
方
で
す
。

締
め
切
り
は
、
平
成
十

一
年
五

月
三
十
一
日
必
着
と
し
ま
す
。

当
選
発
表
は
、
図
書
券
に
つ
い

て
は
「
ね
ん
き
ん
愛
媛
七
月
号
」

の
紙
面
で
発
表
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
は
、
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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地
価
下
落
に
伴
う

評
価
額
の
修
正
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の

評
価
額
は
、
基
準
年
度
(
三
年
ご
と
)

に
評
価
替
え
を
行
い
、
そ
の
他
の

年
度
は
、
地
目
変
更
、
家
屋
の
改

築
等
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
原

則
と
し
て
評
価
額
を
据
え
置
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
年
度
及
び
十

一
年
度
に
お
い
て
は
、
地
価
が
下

落
し
、
課
税
の
均
衡
上
評
価
額
を

据
え
置
く
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
評
価
額
を

修
正
で
き
る
特
例
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
十
一
年
度

の
評
価
額
に
つ
い
て
、
県
地
価
調

査
、
鑑
定
評
価
を
も
と
に
、
次
の

と
お
り
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

下
落
修
正
実
施
地
域

①
市
街
化
区
域
の
宅
地
等

②
市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
、

次
の
地
域
の
宅
地
等

・
国
道
十
一
号
椋
沿

五語以記三;9 

-
樋
口
:
・
町
道
横
河
原
土
居

之
内
線
沿
の

一
部

-
志
津
川
・
:
県
道
松
山
川
内

線
沿
の
一
部
、
町
道
菖
蒲

片
山
線
沿
の
一
部
、
町
道

志
津
川
伽
邑
線
(
旧
志
津
川

伽
呂
線
を
含
む
)
沿
の
一
部

・
見
奈
良
・
:
町
道
志
津
川
伽

目
線
沿
の
一
部

-
田
窪
:
・
町
道
田
窪
西
岡
線

沿
の
一
部
、
町
道
田
窪
療

養
所
線
沿
の
一
部

下
落
修
正
率

商
業
地
九
十
八
%
1
九
十
九
%

住
宅
地
九
十
五
・
二
%
i
九
十
九
%

以
上
の
結
果
、
一
部
の
地
域
に

お
い
て
、
評
価
額
が
一
%
1
四
・

八
%
程
度
下
が
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
で
も
多
く
の
宅
地

に
つ
い
て
は
、
税
額
が
急
激
に
増

加
し
な
い
よ
う
平
成
六
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
負
担
調
整

措
置
に
よ
り
、
修
正
後
の
評
価
額

が
な
お
前
年
度
の
諜
税
標
準
額
を

相
当
上
回
る
状
態
は
変
わ
ら
ず
、

引
き
続
き
、
税
負
担
は
な
だ
ら
か

に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

陛
前
T

町
税
等
の
口
座
振
替
を

品
競

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ

-

再

振

替

の

廃

止

に

つ

い

て

っ

き

ま

し

て

は

、

納

税

振

替

日

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
町
税
等
と
残
高
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
口

の
口
座
振
替
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
座
振
替
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き

以
来
、
毎
月
末
日
の
振
替
日
に
残
ま
す
よ
う
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

高
不
足
等
で
引
き
落
と
し
で
き
な
い
た
し
ま
す
。

か
っ
た
方
に
振
替
不
能
の
通
知
と
水
道
使
用
料
、
国
民
年
金
保
険

共
に
再
振
替
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
料
、
保
育
料
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
の
再
振
替
は
納
税
の
便
宜
を
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

図
る
た
め
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
・
再
振
替
廃
止
後
の
対
応

た
が
、
近
年
、
通
知
を
し
て
い
る
残
高
不
足
等
の
理
由
で
振
替
不

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
度
振
替
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
振
替
不
能

能
と
な
る
ケ
l
ス
が
多
い
た
め
、
通
知
を
す
る
と
共
に
、
納
付
書
を

こ
の
再
振
替
を
平
成
十

一
年
四
月
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
納
付
書

分
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
を
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
持
参
の

ま

し

た

。

う

え

、

納

付

し

て

下

さ

い

。

固定資産課税台帳

縦覧のお知らせ

平成11年度固定資産課税台帳の

縦覧を下記のとおり行いま守L

3月1日-3月23日

(土、自、休日を除く)

午前8時30分~

午後5時15分

役場税務課

き

ところ

と

............ 

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
、
平
成
十
一
年
三

月
三
十
一
日
で
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
三
月
末

日
ま
で
に
該
当
す
る
世
帯
ご
と

に
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、

役
場
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、

資
格
喪
失
手
続
き
を
済
ま
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課

国
保
係
ま
で
。

冨
九
六
同

l
二
O
O
一
間

新
し
い
保
険
証
を

受
け
取
っ
た
ら
・
.. 

①
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な

ど
に
誤
り
が
な
い
か
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

②
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読

み
ま
し
ょ
う
。

③
保
険
証
の
記
号
、
番
号
を
確

認
し
て
、
記
録
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
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松
山
広
域
都
市
計
画
下
水
道

重
信
公
共
下
水
道
説
明
会

重
信
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
環
境
の
向
上
と
、
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、

生
活
排
水
対
策
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
都
市
計

画
区
域
内
で
行
う
公
共
下
水
道
事

業
が
あ
り
ま
す
。

平
成
九
年
度
に
全
体
計
画
の
策

定
を
し
、
本
年
都
市
計
画
事
業
と

し
て
実
施
す
る
旨
の
決
定
を
行
い
、

平
成
十
一
年
度
よ
り
事
業
を
実
施

す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
重
信
公
共
下
水
道
計

画
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

日
時

コ
一
月
十
八
日
嗣

午
前
十
時
1
十
二
時

重
信
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

一
階
農
事
研
修
室

場
所

〈
主
な
内
容
〉

都
市
計
画
の
種
類

松
山
広
域
都
市
計
画
下

水
道
の
変
更
(
重
信
町

決
定
)

下
水
道
の
名
称

重
信
公
共
下
水
道

都
市
計
画
決
定
を
行
う
区
域

市
街
化
区
域
全
域

(
約
二
四
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

処
理
施
設
の
名
称
友
び
位
置

重
信
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

重
信
町
大
{
主
岡
野
田

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
役
場
建
設
課

富
九
六
四

l
二
O
O
一
間

(
内
線
四
一

一一一)

半春の午後の Ulr rき
おj本法?いただ‘きながら

お琴のうま色T4長tみまぜんか

松末真由美

(正派生田流師範)

しの笛竹内直子

重信町文化協会茶道部

曲目

さくら

うさぎ

竹田の子守歌他

とき 3月13日出

午後l時30分~(開場午後l時)

ところ町民会館第卜第2研修室

チケット(お茶券) 200円

主催重信町文化協会

問い合わせ先

町民会館(冨964-1500)

文化協会事務局 束村(富964-5752)

文化協会各団体理事

琴

第22回重信少年少女合唱固定期演奏会を次の

とおり開催します。子供たちの歌声をぜひ聴き

に来て下さい。

とき 3月14日(日)

午後2時~(開場午後1時30分)

町民会館大ホール

無料

重信少年少女合唱団、重信町教育委員会

ところ

入場料

主催

小
学
校
三
年
生

ほ
1
ぉ
暖
か
い

例
年
聞
い
て
い
る
小
学
校
三

年
生
の
た
め
の
「ち
ょ
っ
と
昔
の

生
活
」
で
、
今
回
は
火
鉢
に
炭
火

を
入
れ
ま
し
た
。

去
年
の
三
年
生
の
お
母
さ
ん

が
「
火
鉢
は
ど
れ
く
ら
い
の
暖
か

き
な
の
」
と
、
聞
か
れ
た
こ
と
か

ら
で
す
。

炭
は
山
之
内
「
や
ぼ
の
会
」
が
、

炭
焼
窯
を
築
い
て
焼
い
た
暖
か

い
心
の
炭
火
で
す
。

事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

月
の
休
館

E

t
-
-

、3
・E
U
p
h
'
n
4

・n
u
'
4
E
可

3

TI-
-
.
1
!
2
.
2
.
3
E
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読
書
感
想
文

特
選
作
品
紹
介

平
成
十
年
度
読
書
週
間
の

記
念
事
業
と
し
て
、
感
想
文

を
募
集
し
ま
し
た
。

町
内
か
ら
多
数
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
で
三
人
の
方

が
特
選
を
受
賞
し
、
そ
の
作

品
を
一
月
号
よ
り
紙
面
に
て

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
重
信
中
学
校

一

年
の
佐
伯
佳
菜
子
さ
ん
の

「
ハ
イ
、
ま
ず
私
か
ら
」
を

掲
載
し
ま
す
。

.-....... 
TIia回‘
E・‘......一一・・・・・園
田I，...----..，圃"'r..-ー圃--
E・.，・・・・ ・・・・・E・.. ・.-

.-闘-... ・・・・・ ・司 圃圃・ ・・・v
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ハ
イ
、
ま
ず
私
か
ら

重
信
中
一
年
佐
伯
佳
菜
子

「
私
は
幸
せ
」
と
思
っ
た
の
は
「
ト
ツ

ト
ち
ゃ
ん
と
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
た
ち
』
と

い
う
本
を
読
ん
で
か
ら
で
す
。
日
本

で
は
家
が
あ
っ
て
、
家
族
が
い
て
、
食

べ
る
物
も
あ
っ
て
、
学
校
で
勉
強
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
舎
で

は
満
た
さ
れ
す
ぎ
て
、
あ
た
り
前
の

幸
せ
を
忘
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。私
の
読
ん
だ
本
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
の
発
展
途
上
国
の
現
状
を
、
ユ
ニ

セ
フ
親
善
大
使
の
黒
柳
徹
つ
ず
さ
ん
が

書
い
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
本
の
中
に

は
「
こ
の
世
界
に
こ
ん
な
現
状
が
あ
る

の
け
」
と
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
に
な

る
よ
う
な
現
状
が
た
く
さ
ん
書
か
れ

て
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
第
一
は
、
舎
で
も
戦
争
や
内

戦
が
続
い
て
い
る
国
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
4

私
達
に
は
、
戦
争
の
体
験

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
島
・
長
崎
の
原

爆
な
ど
、
戦
争
に
関
す
る
多
少
の
知

識
は
あ
り
ま
す
J

可
で
も
、
そ
れ
ら
の
国

で
は
令
目
、
こ
の
瞬
間
も
戦
争
を
し

て
い
る
の
で
ま
ご
私
達
が
寝
て
い
る
時

も
、
掌
校
で
勉
強
在
し
た
り
、
友
達
と

話
し
て
い
る
時
も
、
そ
の
ア
ジ
ア
・ア

フ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
で
は
戦
争
を

し
て
お
り
、
小
さ
な
菩
供
が
殺
さ
れ

た
り
、
地
雷
で
足
や
手
を
失
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
す
ι
1

内
戦
は
も
っ
と
悲

し
い
こ
と
で
す
4

同
じ
国
の
中
で
同
じ

国
の
人
が
憎
し
み
合
い
殺
し
合
っ
て

い
る
の
で
す
4

本
当
に
無
理
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
4

二
つ
自
は
、
栄
養
失
調
で
す
。
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
吾
供
か
ら
大
人
ま

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
栄
養
失
調
な

の
で
す
。
小
さ
い
予
供
は
生
ま
れ
た

時
か
ら
あ
ま
り
食
べ
て
い
な
い
た
め
、

栄
養
失
調
で
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
J

可
で
も
、
日
本
で
は
ま

ず
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
「
食
べ
過
ぎ
た
」
と
お
な
か
い

っ
ぱ
い
食
べ
て
い
ま
す
。
学
校
の
給
食

で
は
、
「
時
聞
が
な
い
か
ら
・
:
」
「
こ
れ

は
嫌
い
だ
か
ら
」
芯
ん
て
言
っ
て
残
飯

と
し
て
措
て
る
の
が
当
た
り
前
、
な

ん
て
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
食
べ
た
く
て
も
食
べ
る
物
が
な

く
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
な
い
人

が
い
る
と
い
う
の
に
、
私
達
は
と
て
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
4

三
つ
目
は
、
感
染
症
で
す
。
だ
れ
で

も
の
ど
が
か
わ
く
と
水
を
飲
み
た
く

な
り
ま
買
そ
ん
な
場
合
、
日
本
で
は

蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
ら
キ
レ
イ
な
水
が

出
て
き
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

の
発
展
途
上
国
で
は
、
泥
の
よ
う
な

水
で
も
飲
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

他
に
は
口
に
入
れ
る
も
の
が
な
い
か

ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
水
は

衛
生
上
蝕
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
衛
生
管
理
の
整
っ
て
い

な
い
水
を
飲
む
と
、
い
ろ
ん
な
病
気

に
感
染
し
て
し
ま
い
ま
す
~
こ
ん
な
に

も
ひ
ど
い
状
態
な
の
に
、
正
し
い
衛
生

管
理
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、
と
て

も
く
や
し
い
で
す
当

四
つ
白
は
孤
児
の
問
題
で
す
。
両

親
が
戦
争
や
内
戦
に
ま
き
こ
ま
れ
た

た
め
、
保
護
す
る
人
が
い
な
く
な
っ
て

つ
れ
て
こ
ら
れ
た
吾
供
た
ち
で
す
。

私
の
読
ん
だ
本
に
写
真
が
あ
っ
て
、
見

る
と
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
が
い
た
り
、
一

才
か
二
才
ぐ
ら
い
の
吾
が
孤
児
院
に

い
る
の
で
す
。
「
赤
ち
ゃ
ん
な
の
に
親
が

い
な
い
な
ん
て
残
酷
だ
。
」
と
思
い
ま

し
た
。
な
ん
で
小
さ
い
吾
供
ま
で
悲

し
い
思
い
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
。
も
し
日
本
に
い
た
ら
、
だ

れ
か
一
人
ぐ
ら
い
は
抱
き
し
め
て
あ

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま

す
。
孤
児
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
吾
供
は

大
人
に
な
っ
て
社
会
に
出
て
も
孤
児

と
し
て
差
別
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
し
小
さ
い
時
に
だ
れ
か
親

切
広
人
に
引
き
取
ら
れ
た
と
し
て

も
、
い
つ
か
孤
児
院
に
い
た
こ
と
を
知

り
、
傷
つ
い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
こ
に
も
た
く
さ
ん
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
は
っ
き
り
一
言
え
る
こ

と
は
親
が
い
な
い
だ
け
で
こ
ん
な
に

も
吾
供
は
不
幸
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
4

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
涙
が
出

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
地
球
は
一
つ
な
の

に
、
国
や
文
佑
や
住
む
所
が
遣
う
だ

け
で
こ
ん
な
に
も
ひ
ど
い
状
態
に
な

る
と
い
う
現
実
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

舎
で
も
戦
争
と
い
う
意
昧
の
な
い
惜

し
み
合
い
で
た
く
さ
ん
の
人
が
死
ん

で
い
っ
た
り
、
栄
養
失
調
で
食
べ
物
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
の
に
、
一
方
で
は
食
べ
物
を
捨
て

て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。
病
気
に
感

染
し
て
も
、
治
療
が
受
け
ら
れ
ず
感

染
症
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ

ん
な
最
悪
な
環
境
の
申
で
も
、
自
殺

を
す
る
予
は
一
人
も
い
な
い
そ
う
で

す
。
本
当
は
自
分
か
ら
死
の
う
と
す

る
こ
と
は
お
か
し
い
こ
と
だ
け
ど
、

伺
を
望
む
こ
と
も
で
き
な
い
悲
惨
な

環
境
で
も
、
自
分
か
ら
死
を
選
ん
だ

り
は
し
芯
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
日
本
の
吾
供
は
、
幸
せ

な
は
ず
な
の
に
自
殺
を
し
て
い
る
の

で
買私
達
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発

展
途
上
国
の
人
た
ち
を
応
接
す
る
べ

き
で
す
。
怠
け
た
か
ら
こ
ん
な
状
態

に
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん

ば
っ
て
生
き
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
い
い
と
思
い
ま
ま
守
生
き
て
い
れ

ば
何
と
か
な
り
ま
す
。
そ
し
て
私
達

で
何
と
か
し
ま
し
ょ
う
。
学
校
の
事

金
活
動
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
あ
る
募
金

箱
へ
「
ハ
イ
、
ま
ず
私
か
ら
」
五
円
で
も

十
円
で
も
、
い
く
ら
で
も
い
い
か
ら
募

金
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
こ
う
い
う
人
た
ち
が
い
る
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
を
山
に
置
い
て
、
給
食
を

残
そ
う
と
思
っ
た
瞬
間
、
つ
ら
い
こ
と

が
あ
っ
た
瞬
間
、
思
い
出
し
て
ま
ず
私

か
ら
、
小
さ
な
こ
と
で
い
い
か
ら
、
だ

れ
か
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
こ
ハ
イ
、
ま
ず
私
か

ら
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、
支
え

合
い
生
き
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

すまし館+小，a・E
+守
円
H
H
F臨でま、、.，，土日nu 

ど、-D
、.. 
4υ 
、、，，，火

審
査
講
評

佃

ま
ず
、
書
き
出
し
が
読
む
人
の

1

P

心
を
引
き
つ
け
ま
す
。
次
に
本
の

¥
周

』
著
者
を
紹
介
し
、
内
容
の
主
だ
っ

A
J

た
も
の
を
項
目
ご
と
に
表
し
、
そ

，
山

れ
ぞ
れ
に
自
分
の
感
想
や
気
持
ち

、
簡

を
入
れ
て
書
き
、
次
に
、
こ
の
本

霊園

か
ら
得
た
も
の
を
簡
潔
に
書
い
て

一
図

い
ま
す
。
そ
し
て
、
終
わ
り
に

、

】

「
私
た
ち
は
、
こ
う
い
う
国
の
人
た

‘

'
ち
を
応
援
す
べ
き
で
す
」
と
自
分

、
の
一
番
い
い
た
か
っ
た
こ
と
を
述

べ
、
読
書
に
よ
っ
て
得
た
知
識
を
d

，
実
践
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一

/ 

、4
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見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

「
こ
の
マ
Iク」

右
の
マ
!
ク
は
、
「
国
際
障
害

者
年
」
一
九
八
一
(
昭
和
白
)
年
の
公

式
シ
ン
ボ
ル
マ

I
ク
で
す
。

国
際
障
害
者
年
の
目
標
テ
l
マ

は
、
「
完
全
参
加
と
平
等
」
で
、
社

会
生
活
及
び
社
会
の
発
展
へ
の
完

全
参
加
、
社
会
の
人
々
と
の
平
等

な
生
活
、
経
済
的
・社
会
的
発
展
に

対
す
る
平
等
な
享
受
を
意
図
す
る

も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
障
害
者
の
基
本
的
人

権
な
ど
の
問
題
は
、
社
会
全
体
の

問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。
分
か
り
ゃ
す
く
い
い
ま
す

と
、
障
害
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ん

で
い
る
社
会
の
中
で
、
社
会
生
活

と
社
会
の
発
展
に
完
全
に
参
加

す
る
と
同
時
に
、
社
会
の
他
の
市

民
と
同
じ
生
活
条
件
の
獲
得
と

社
会
的
、
経
済
的
発
展
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
成
果
の
平
等

な
配
分
の
実
現
を
意
味
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

右
の
マ

l
ク
は
、
国
際
シ
ン
ボ

ル
マ
l
ク
で
す
。

障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
実
施
す
る
世
界
八
0
か

国
の
各
国
団
体
及
ぴ
国
際
団
体
か

ら
構
成
さ
れ
る
、
「
国
際
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
に
よ
っ
て
、

障
害
者
が
容
易
に
利
用
で
き
る
建

物
・施
設
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示

す
「
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
マ

l
ク
は
、
重
信
町
内
の

い
ろ
い
ろ
な
公
共
施
設
に
表
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
方
も
ご

ら
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
は
ず

で
す
。

室
田
一
示

障
表
の
の
館

ν
会
い
門
民
周
町
者

日
本
も
、
国
連
が
国
際
障
害
者

年
を
定
め
た
の
を
契
機
に
、
一
九

八
二
(
昭
和
計
)
年
、
「
国
際
障
害
者

年
推
進
本
部
」
を
設
置
し
て
、
「
完

全
参
加
と
平
等
」
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
国
連
障
害
者
の
十

年
」
に
呼
応
す
る
た
め
、
障
害
者
に

関
す
る
「
啓
発
広
報
活
動
」
、
「
保

健
医
療
」
、
「
教
育
・育
成
」
、
「
雇

用
・職
業
」
、
「
福
祉
・生
活
環
境
」

な
ど
か
ら
な
る
「
障
害
者
対
策
に
関

す
る
長
期
計
画
」
が
作
成
さ
れ
、
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
具
体
的
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「障
害
者
」
と
い
う
丈
宇
を
見
る

と
、
自
分
と
は
関
係
が
な
い
と
思

う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
障
害
を
引
き
起
こ
す

疾
病
や
事
故
な
ど
の
原
因
は
、
誰

も
が
直
面
し
得
る
も
の
で
、
決
し

て
特
別
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
発

展
の
中
で
、
手
足
や
耳
や
目
、
あ

る
い
は
記
憶
力
が
衰
え
る
な
ど
の

こ
と
が
生
じ
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
の
六
割
以
上
が
六

十
歳
以
上
の
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
す
と
、
決
し
て
他
人
ご

と
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
は
ず
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
号
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・不
登
校
問
題
対
策
連
絡
会
議

も
っ
と
「お
使
い
」
を
さ
せ
ま
し
さ
つ
。

「お
手
伝
い
」
は
、
子
供
た
ち
に
ま
た
、
自
分
の
名
前
を
覚
え
て
も

家
族
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
ら
っ
て
い
た
の
で
す
。

す
も
の
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
強
世
の
中
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、

調
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方、

「お
「
お
使
い
」を
し
な
く
て
も
よ
い
生

使
い
」
は
、
そ
の
重
要
性
の
認
識
活
条
件
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
と

が
「
お
手
伝
い
」
に
比
べ
て
今
ひ
と
同
時
に
、
子
供
た
ち
が
次
第
に

つ
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
「
お
使
い
」を
厭
う
よ
う
に
な
っ
て

ょ

う

か

。

き

ま

し

た

。

私

た

ち

大

人

は

、

そ

「
地
域
に
子
供
た
ち
の
姿
が
見
れ
に
歯
止
め
を
掛
け
な
け
れ
ば
な

え
な
い
。
」
「大
人
が
近
所
の
子
供
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

た
ち
の
名
前
を
知
ら
な
い
。
」
と
い
と
こ
ろ
が
、
大
人
た
ち
の
対
応

う
現
実
を
突
き
付
け
ら
れ
る
と
、
は
全
く
逆
で
し
た
。
配
布
す
る
丈

「お
使
い
」
の
復
活
が
急
務
と
い
う
書
を
郵
送
に
し
た
り
、
子
供
が
持

感

じ

が

し

ま

す

。

ち

帰

っ

た

文

書

を

母

親

が

配

っ

た

児
童
を
通
じ
て
地
域
に
配
っ
て
り
し
て
、
子
供
と
地
域
と
の
つ
な

い
た
文
書
を
、
郵
送
に
し
た
学
校
が
り
を
薄
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

が
あ
る
そ
う
で
す
。
子
供
に
持
つ
「
子
供
を
使
わ
な
く
て
も
よ
と
い

て
帰
ら
せ
て
も
、
配
る
の
は
母
親
う

一
言
は
、
あ
る
種
の
説
得
力
を

だ
と
も
聞
き
ま
す
。
子
供
に
夕
食
持
っ
て
い
ま
す
。
大
人
の
都
合
で

の
お
か
ず
の
材
料
を
買
い
に
行
か
子
供
を
手
足
の
よ
う
に
使
う
と
思

せ
る
家
庭
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
わ
れ
る
の
は
心
外
な
の
で
し
ょ
う
。

で

し

ょ

う

。

し

か

し

、

「お
使
い
」
の
本
質
は

か
つ
て
は
、

「お
使
い
」
に
行
く
も
っ
と
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
は
ず

こ
と
に
よ
っ
て
近
所
の
小
父
さ
で
す
。

ん
、
小
母
さ
ん
の
名
前
を
覚
え
、

「
声
か
け
運
動
」
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
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重
信
町
生
活
文
化
女
性
塾
で

は
新
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い

企
画
を
た
て
て
い
ま
す
。
こ
の
会

は
何
で
も
話
し
合
え
る
自
由
な

雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

こ
の
町
で
生
き
が
い
を
探
し

て
い
ら
れ
る
方
、
ど
う
ぞ
御
参

加
下
さ
い
。

な
お
、
平
成
九
年
度
活
動
報

告
書
を
町
民
会
館
ロ
ビ
ー
に
お

い
て
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

西
田
(
塾
長
)

冨
九
六
四
三
一
八
九
九
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Information 
左
記
の
業
者
を
三
月

一
日
付
け

で
重
信
町
給
水
装
置
工
事
業
者
に

追
加
指
定
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

株
式
会
社
樋
口
設
備
工
業

松
山
市
安
城
寺
町

一
五
七
四
番
地

冨
九
七
八
|
一
七
三
一

株
式
会
社
ヤ
マ
ト
建
設

松
山
市
南
吉
田
町
五
九
六
番
地
二

冨
九
七

一ーー

一
七
八
七

受
付
期
間

三
月
二
日
土
二
十
一
日

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

重
信
町
下
林
甲
一
一一
一
一
O
|
一

富
九
六
四
1

五
八
六
七

申
し
込
み
方
法

受
講
希
望
講
座
名
(
第
一
、
第
二

希
望
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
往
復

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

種 類 定数 経費

花づくり講座 40名
無料

菊づくり実践講座 40名

押し花講座 20名 (2年5，6O回00分円) 

フラワーデザイン
30名
18，000円

講座 (年6回分)

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
香
典
返
し
〉

高
塚
義
昭
(
見
奈
良
)
亡
母
・ト
ラ
ヨ

阪
本
吏
寛
(
北
条
市
)
亡
伯
母
入
木
フ
ミ
子

土
屋
貞
子
(
見
奈
良
)
亡
子
・
弘
美

大
北
鹿
代
子
(
午
淵
)
亡
母
・サ
カ
ヱ

森
川
邦
彦
(
田
窪
)
亡
父
・豊
彦

瀧
野
浩
二
(
田
窪
)
亡
父
・弘

宮
内
重
徳
(
南
野
田
)
亡
母
・友
光

毎
年
一
回
、
実
施
さ
れ
る
「大
学

入
学
試
格
検
{
庄
(
大
検
)
。
今
年
も
、

八
月
の
第
一
週
、
県
立
松
山
南
高

校
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
説
明
会
と
個
別
相
談
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
三
月
二
十
七
日

ω

午
後

一
時
三
十
分
1
四
時
三
十
分

と
こ
ろ
松
山
市
中
央
新
玉
公
民
館

(
松
山
市
千
舟
六
九
四
)

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
日
杢
産
業
開
発
青
年
協
会

函

O一

一
一
o
l五
五
五
|
O
一
八

間，"即問問."悼・....・

長kゑ者あ

品
W
務，.賀n:}

契謹
約書
書雲ト

qpヲ
7益
ン望
は叩
慎
重

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
た
く

さ
ん
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ

で
い
ま
す
。
最
近
は
、
規
制
緩
和
も

手
伝
っ
て
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や
販
売

形
態
も
続
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
取
引
の
契
約
・
解
約
の
ト

ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
な
か

に
は
、
悪
徳
事
業
者
に
よ
っ
て
強
引

に
契
約
さ
せ
ら
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
陥

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

手
を
変
え
、
品
を
変
え
、
消
費
者

の
心
の
ス
キ
を
ね
ら
う
無
数
の
悪
質

商
法
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
あ

や
し
い
も
の
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
0

・
悪
質
商
法
を
避
け
る
6
つ
の
心
得

①
つ
つ
か
り
誘
い
に
応
じ
な
い

②
つ
ま
い
話
に
は
の
ら
な
い

③
つ
か
っ
に
署
名
・捺
印
し
な
い

④
う
さ
ん
く
さ
い
と
思
っ
た
ら
、
は

っ
き
り
断
る

⑤
し
つ
こ
く
請
求
さ
れ
て
も
納
得
で

き
な
い
お
金
は
払
わ
な
い

⑥
疑
わ
し
い
と
思
っ
た
と
き
は
、

一

人
で
判
断
し
な
い

し
つ
こ
く
勧
誘
を
受
け
る
な
ど
、

困
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
場
合
は
、
最

寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー

冨
九
二
六

二
六
O
二
一

-
買
う
べ
き
か
ど
う
か
冷
静
に
判
断
を

ま
た
、
悪
質
商
法
で
あ
っ
て
も
な

く
て
も
、
も
の
を
買
う
と
き
に
大
事

な
の
は
、
自
分
で
そ
の
商
品
の
良
さ

を
見
極
め
、
選
ぶ
と
い
う
、
積
極
的

な
行
動
で
す
。
ど
ん
な
に
相
手
が
そ

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
を
巧
み

な
話
術
で
ア
ピ
ー
ル
し
で
も
、
相
手

のベ
l
ス
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

契
約
を
交
わ
す
前
に
、
次
の
よ
う

な
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
、
買
う

べ
き
か
ど
う
か
を
、
冷
静
に
考
え
て

み
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

口
本
当
に
自
分
に
必
要
な
も
の
か

口
同
じ
機
能
を
も
つ
ほ
か
の
商
品
と

比
較
し
て
ど
う
か

口
目
的
に
合
っ
て
い
る
か

口
耐
久
性
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
か

口
値
段
は
適
正
か
、
支
払
い
方
法
は

ど
う
か

口
商
品
表
示
や
取
扱
説
明
書
を
確
認

口
使
い
方
、
手
入
れ
方
法
は
ど
う
か

口
購
入
後
の
質
問
な
ど
に
答
え
て
く

れ
る
問
い
合
わ
せ
先
を
確
認
す
る

口
行
政
や
業
界
の
認
定
マ
ー
ク
も
参

考
に
す
る

県
下
の
同
好
者
の
短
歌
を
集
め

た
、
標
記
の
雑
誌
「
愛
媛
青
南
」
が

一
今
年
一
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

の
雑
誌
は
、
重
信
町
志
津
川
在
住

の
白
井
登
さ
ん
が
編
集
・発
行
さ
れ

ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

愛
媛
青
南
会

富
九
六
回
|
三
八
八
O
(
白
井
)

平成11年2月10日現在

本年 昨年比

発生 139 +15 

死者 4 +2  

傷者 172 +13 
(松山南警察署管内)

・高齢ドライパーによる事故が増加

傾向

・夜間の死亡事故、昨年比+300%

・思いやりの心で高齢者を守ろう

圃・.



之んな之~O' あんな之どα

、
¥ 

愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
(
田

窪
)
に
あ
る
「
し
だ
れ
梅
」
が
二

月
中
旬
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
ま
し

た。

ぐ

今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
、
早

す

い
時
期
か
ら
梅
の
花
の
便
り
が

-
つ

聞
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
緑
化

も

セ
ン
タ
ー
の
梅
は
、
見
頃
が
二

は

月
末
か
ら
三
月
初
め
に
か
け
て

審

と
少
し
遅
れ
て
楽
し
め
そ
う
で

す。
ま
だ
ま
だ
寒
さ
は
や
わ
ら
ぎ

ま
せ
ん
が
、
春
は
確
実
に
そ
こ

ま
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
一
月
十

一
日
、
浮
島
神
社

(
午
湖
)
で
恒
例
の
「
開
運
祭
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
運
祭
の
歴
史
は
と
て

'
'
も
古
く
、
か
つ
て
は
草
競
馬
も

31
催
さ
れ
、
氏
子
だ
け
で
な
く
近

M
r隣
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪

求

れ
、
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う

』

V
同
で
す
。

5
語

こ
の
日
は
朝
か
ら
冷
た
い
雨

4
T
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
昼
前
に
は
雨
も
上
が
り
、

く
じ
入
り
の
も
ち
ま
き
に
は
、

福
を
当
て
よ
う
と
大
勢
の
人
が

つ
め
か
け
ま
し
た
。

らるあはス ら子ト重八 歳第以人ソ日
のチわ O ター れで。信人健駅二上女ン、好

夏よキdl有ft型皇室き実古宇話会空言
込山男ド比例1間よ合iI3
11!ド町民;主主E525見れ

::!!ii;;j!日;iiiii
族く JZ性に け親 lノJ、十 百る歳六ラ 一

重 みんなで体力づくり 四 健

男信干平子子二十十十十十十十十十十九八七六五四三準優 百優一優中三二優小麗
子中由主土 十九八七六五四三二一 一優(歳
学位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位勝勝 駅勝般勝生位位勝生ラ

ニ二優三二優校同 (叫(日)(10) (9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2)(1)丙伝日 h 

位位勝位位勝部 は大弓松川大加

山間報誌明暗時五日if諮問割高会Ti 昨男主
トlケカケ競持ホ Cホ ブ分 B 護け 小 Aレ社

Z ;ij空襲?? 7主 主 主 ;措置議院号女喜2 A ートト 今ケ 梅 智文衣耶空文
B A ド 組 子菜子加子

女
子

手
作
り
ひ
な
人
形

一
一
月
中
旬
、
ひ
な
祭
り
を

ひ
か
え
、
重
信
幼
稚
園
で
は

園
児
手
作
り
の
ひ
な
人
形
が

さ
つ
そ
く
出
来
上
が
り
ま
し

た。
牛
乳
パ
ッ
ク
に
色
紙
を
は

り
つ
け
た
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
を
布
で
巻
い
た
り
と
、

廃
品
を
上
手
に
利
用
し
て
作

り
、
中
で
も
年
長
児
は
毛
糸

を
手
で
編
み
、
ひ
な
人
形
の

服
に
し
て
い
ま
し
た
。

様
々
な
表
情
を
し
た
ひ
な

人
形
は
、
作
っ
た
園
児
の
顔

に
も
似
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

三
一
月
三
日
の
ひ
な
ま
つ
り

会
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。

(
表
紙
室
具
関
連
)



圃.

戸籍の窓 お悔やみ申し上げます
住所 氏名 年令 死亡日

(2月10固までの届出分)

お誕生おめでとう

北野田

北野田

横河原

田中軍市

松田勝

伊賀盛男

80 1 . 10 

79 1 . 10 

92 1 . 13 

企満1歳
みさと

松田美紗都ちゃん (H10ふ15生)

rd.く郵きまわって元気訟のさとちゃれ。
(d;ゃくお併での、けつ2ができるといいね。J

(父・真一 母・桂子)田窪

満3歳までのお子様を募集しますf

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。

住所 出生児

見奈良

志津川

横河原

田窪

田窪

野田2丁目

志津川

樋口

西岡

田窪

下林

牛測

下林

西岡

燃やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類)(全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他)(横河原区)

粗大ごみ(横河原区)

重信町・川内町消防出初式

当番医 毘立療養所愛媛病院重信町横河原 富964ー2411

移動図書館車(山之内、樋口、横河原)

移動図書館車(上樋、播磨台、野田1丁目、新村、北野田、南野田)

移動図書館車(上村、下林、上林)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他)(横河原区以外)

空直言語ι二[語盃:到扉学恒長
当番医中川病院 松山市南梅本町窟976-7811

燃やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類)(全地区)

燃やさないごみ(ぺットボトル、その他)(横河原区)

粗大ごみ(横河原区)

当番医いのうえ小児科重信町北野田 富955-0055

保護者 生年月日 南野田 宮寄政一 93 1 . 14 

守良 12・30 志津川 山内鶴恵 74 1 . 17 

美登 1・8

和典 1・9

誠治 1 . 12 

克典 1・12

田窪 西嶋カネヨ 74 1 . 18 

志津川 島田薫 95 1 . 18 

樋口 渡部サカヱ 86 1 . 19 

牛 i刻 宮内昭人 37 1 . 21 
樋口 渡部カワヨ 94 1・22

丈晴 1 . 16 田窪 高須賀好美 69 1 .26 
清司 1 . 18 西岡 }II村小夜子 77 1・26

隆児 1 .24 志津川 田中年生 56 1・28

篤 1 .24 横河原 伊賀忠則 63 1 .28 

啓司 1・24

健二 1 .26 

1告 1 .28 

広宣 1・29

山之内 井出金太郎 72 1・29
北野田 安井ハルミ 93 1・29

樋口 谷川盛重 76 1・31
野田l丁目 坂田祐 80 1・31
南野田 宮内友光 93 2・1

征二 2・4 田窪 窪ト ヨコ 77 2・8
西岡 塩出通孝 59 2・8

上林 菅野トクヨ 86 2・9
下林 丹生谷美幸 74 2・10

燃やすごみ収集休み

当番医藤石病院 重信町志津川富964-1234

移動図書館車(山之内、樋口、横河原)

粗大ごみ(横河原"田窪団地区を除く)

移動図書館車(志津川、八反地、西岡、田窪、牛測)

竺i!je;ぞき?目空哲一 ー _J~3_:_09ご竺:_091~_~_:会一戸
移動図書館車(上樋、播磨台、野田1丁目、新村、北野田、南野田)

移動図書館車(上村、下林、上林)

燃やさないごみ(ぺットボトル、その他)(横河原区以外)

組大ごみ(国語団地区)

空白言語きを:::::;:15:並ヨ:副唇善辰二
当番医増田整形外科松山市南梅本町宮970-2020

燃やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類)(全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他)(横河原区)

粗大ごみ(横河原区)

当番医 辻井循環器科内科小史料重信町田窪 箇964-0013

発行愛媛県温泉郡重信町編集町民課を~791-0292 重信町大字志津川972番地雷(089)964-2001(代表) 印刷 NTT四国電話帳側


